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漢⽂について考える

広島⼤学副学⻑・図書館⻑ 川島優⼦
（中国古典⽂学）

2025年6⽉20⽇ 於東北⼤学



・私たちはなぜ「国語」の授業で
漢⽂を学ぶのか？

・漢⽂を学ぶ意味はどこにあるのか
（あるいはないのか）？

・新しい漢⽂教育の在り⽅について、
議論の余地はないのか？
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広島⼤学 教養ゼミ

・⼊学後の早い段階で、論理的・批判的な
思考法と適切な⾃⼰表現能⼒を育てること
を⽬標とする。
学⽣相互や教員とのコミュニケーションを
図りながら、ディスカッションやグループ
学習など、各主専攻プログラムに応じた
問題発⾒・解決型の授業を⾏う。

・⽂学部では、１クラス10名程度、全15回。
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広島⼤学の前⾝校
広島⼤学（1949）
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広島⼤学図書館教科書コレクションの概要
広島⼤学は，その前⾝校として，明治5年の学制頒布による教員養成所

であった⽩島学校（明治7年創設）に端を発し，広島⾼等⼥学校（明治20
年創設），広島⾼等師範学校（明治35年創設），三原⼥⼦師範学校（明治
42年創設），広島⼯業専⾨学校（⼤正9年創設），広島⾼等学校（⼤正12
年創設），広島⽂理科⼤学（昭和４年創設），広島師範学校（昭和18年創
設），広島⻘年師範学校（昭和19年創設），広島⼥⼦⾼等師範学校（昭和
20年創設）を含み，戦後は医学専⾨学校から昇格した医科⼤学を統合して
その内実を備えてきた。すなわち，広島⼤学には，近代⽇本の多様な⾼等
教育機関のほとんどが包含されていることになる。また，戦後も，広島⽂
理科⼤学の伝統を継承して，教育学部（昭和53年に教育学部と学校教育学
部に分離，平成12年に両学部は改組・統合）を中⼼として教育研究と教員
養成が⾏われてきた。
このような歴史を反映して，広島⼤学には，近代から現代にかけての，

初等教育機関から⼤学を含む⾼等教育機関の教科書が多数所蔵されており，
他の⼤学では得られない資料の宝庫となっている。
（教科書コレクション解説 ⼩原友⾏（広島⼤学⼤学院教育学研究科教授））
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アクセス⽅法
広島⼤学図書館 デジタルアーカイブ
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資料の詳細表⽰
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教科書コレクション解題

https://dc.lib.hiroshima-u.ac.jp/da/ja/page/textbook_db
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時期区分

時期区分 件数 画像化の範囲
学制実施以前 514 全⾴画像化
検定制度実施以前 809 全⾴画像化
検定教科書期 523 ⼀部は全⾴画像化、

他は部分画像化
国定教科書期 3,200 部分画像化
⽂部省著作教科書期 196 部分画像化
現⾏検定教科書期 365 部分画像化

2001年当時の数値。現在は解題執筆当時には部分画像化であった
⼀部の資料を含めて、4,389冊の全⽂画像を公開

教科書制度で6区分している
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学科区分
学科（教科） 件数

哲学 702
歴史・地理 787
社会科学 202
⾃然科学 946
職業・⼯業 15
産業 129
芸術・芸能 526
語学 2,165
家庭科・家政 135

「哲学」「⾃然科学」
「語学」などに区分
している

9



学校制度区分
学校制度 件数

総記 3
往来物 476
幼児教育・幼稚園 1
初等教育 2,052
中等教育 2,527
師範教育 495
外地の教育 32
軍事教育 20

「初等教育」「中等
教育」「師範教育」
などに区分している
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㈠ １８８４年『小学漢文読本』巻一 ＊尋常小学校［２０４９４］

㈡ １８８５年『漢文規範 記事論説』上 ＊師範教育［２０４３４］

㈢ １９０２年『漢文教科書』巻之一 ＊旧制中学校［３０３３５］

㈣ １９１２年『新定漢文読本』一 ＊旧制中学校［４１８８７］

㈤ １９２６年『改定漢文新編』巻一 ＊旧制高等学校［４２２１７］

㈥ １９４７年『漢文』一 ＊新制（現行）高等学校［５０６２０］

今回使⽤する教科書
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ユーザーエクスペリエンスの視点から
学⽣のための⼤学図書館を問い直す

・デジタル化、OA化が進むことは⼈⽂系の学⽣
にとっても⾮常に有益。

・しかしそうした情報に、ユーザーは実際にどこ
までアクセスできているのか。使いこなせてい
るのか。

・デジタルライブラリーをいかに構築するか、と
いう視点と同時に、ユーザー側のデジタルライ
ブラリーリテラシーともいうべきものをいかに
⾼めるか、という視点も必要なのでは？
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